
 

 

 

 

 

 １年以上、パキスタン便りの発行が滞っており、失礼いたしました。気がつけば、帰任まで１ヶ月とな

ってしまいました。このわずかな期間に少しでも発行できればと思っております。目標は１０号発行です。 

（ちょっと無理かな…？） 

 

 現地の人たちの生活を知るには、マーケットに行くのが手っ取り早い

ですね。首都イスラマバードは計画都市で、各セクターの中心に必ずマ

ーケットがもうけられています。今回は我が家から最も近いアッパラ・

マーケットの様子をご紹介いたします。このマーケットは物価が比較的

安く、庶民のマーケットということで地元の人たちでいつもにぎわって

います。一度自爆テロがあったころもあり、外国人の姿を見ることはほ

とんどありません。 

 肉屋さんです。こちらのチキンはと

にかく新鮮。それもそのはず、生きた

鶏が売られており、注文されてから肉

としてさばきます。羊や山羊の頭・足

も売られており、ハエがたからないよ

うハタキでおじさんが追っ払ってい

ます。人件費の安いパキスタンらしい

光景です。 

 布地を売るお店です。服の既製品もありますが、

布地を買ってテイラーさんにオーダーする人も

多いです。気に入った色がないときは、右の写真

のように好みの色に染めてもらいます。日本だと

オーダー品は高価ですが、これまた人件費が安い

ためでしょう。テイラーさんの手間賃より布地の

方が高いです。 

 

 他にもたくさんの種類のお店がひしめき合っていますよ！ 
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